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フランス政府機関発行の鳥類に係る衛生証明書の取扱いについて 

 

今般、フランスにおいて飼養あひるを対象とした高病原性鳥インフルエンザワクチン接

種を開始する旨の情報提供がありました。 

つきましては、フランス政府機関から発行される鳥類に係る衛生証明書については、感染

症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則（平成 10 年厚生省令第 99

号。以下「規則」という。）第 30条第２項に規定する「当該届出動物等に係る原産国、輸出

国又は積出地において当該感染症の発生及びまん延又はそのおそれが生じた場合」に該当

することから、同項の規定により、規則別表第１第５項第３欄に掲げる事項に関する確認が

行われていないものとなりますので、その運用に遺漏のないよう的確な対応を要請します。 

なお、「フランス政府機関発行の鳥類に係る衛生証明書の取扱いについて」（令和５年７月

13日付け健感発 0713第２号厚生労働省健康局結核感染症課長通知）は、本日をもって廃止

します。 

 


